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CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）

用途
階数

（括弧内
地階）

延べ面積
（㎡）

高さ(m)
軒高
(m)

屋根 壁 床
その
他

構造様式
構造計算

ルート
CLTが負
担する力

26-1
株式会社長
谷萬

CLTの耐力実験と
CLT工事の構造体建
築実証

建築、
部材
性能

時刻歴応答解析によらずにCLTを早急に
普及させる方策の一つとして、在来軸組
み工法にCLTを耐力壁として組み込み構
造計算の簡略化、一般住宅用接合金物を
採用してCLTの加工工程の省略、並びに
一般工務店が手持ちする工具での施工を
実証した。

群馬県
館林市

H27.2
事務室
（間仕
切り壁）

1 51.84 3.39 3.09 ○ ○ ○○ 30
W（軸組
工法）

－ －

・軸組にCLTを組み込んだ壁の耐力試験によ
り、壁倍率3.4倍相当の耐力を確認。
・一般工務店が手持ちする工具での施工を確
認。
・CLT施工時のパネルの伸びやその吸収方法を
確認。
・今回の建築実証を今後の設計及び施工に活
かすことによりCLTの普及が期待できる。

株式会社長谷萬
カスタムホームズ
事業本部
恒田　義久

26-2 （個人）

低市場価値製材を
活用したマッシヴホ
ルツ構法の建築実
証

建築、
設計、
部材
性能

低市場価値な国産スギ製材品（間柱B材・
芯持ち平角）を簡易な接合方法（ビス・釘・
ダボ等）で整列積層してつくる構造用面材
の製造方法を確認し、施工実証を行った。
また、今回検討した耐力壁の面内せん断
実験で得られたデータを用いて構造計算
を行い、耐力壁の有効性を確認した。

静岡県
富士宮
市

H27.3 住宅 2 139.59 6 5.45 －－－－
45
（木
材）

W（軸組
工法）

壁量計算
（＋許容
応力度計
算）

－

・厚手面材に対する面内せん断試験の結果、壁
倍率4.2、2.8相当の性能を確認した。
・一部材料木材供給・加工体制に起因する歩留
まりの低下が見られ、製材所でのパネル化等に
より更なる生産効率の向上を見込む。
・本実証は小規模事業者向けの技術開発であ
り、多品種少量生産による幅広い応用域を持
ち、中小規模建築向けの面構法として有効であ
ることが明らかとなった。

法政大学　デザイ
ン工学部建築学
科
網野　禎昭

26-3
ナイス株式
会社

ナイス多賀城物流倉
庫・事務所棟施設新
築工事のための設
計実証、部材の性能
実証等

設計、
部材
性能

設計に当たって各種の部材仕様を検討
し、これらの性能値を求めるために部材の
接合部試験を行った。得られた値を基に
部材の仕様を決定し、モデル化をし、時刻
歴応答解析を行った。ベターリビングに性
能評価申請を行い現在審議継続中であ
る。

宮城県
多賀城
市

H29.3 事務所 2 356.7 8.04 7.89 ○ ○ ○○ 120
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）
+RC

時刻歴応
答解析

鉛直力、
水平力

・設定した接合方法とその性能値は、他物件に
てCLTを使用する際に有用となる。表層の繊維
方向による性能の違いやラグスクリュー接合の
性能値など明らかになった点は多い。
・時刻歴応答解析によるモデルの妥当性や検
証方法について今後の有用な指針となりうる。
・他の事業者がCLTを用いた住宅や非住宅木
造建築物を建築する際の参考となることが期待
できる。

ナナイス株式会
事業開発本部
小田　祐二

26-4 （個人）

併用住宅（くりばやし
整骨院）新築工事に
おけるCLT床構面の
有効性の実証

建築、
設計、
部材
性能

狭小地における都市型住宅において、在
来軸組構法にCLTを床構面に用いた建築
を実証した。そこで得られるメリットやデメ
リットおよびその克服方法についても検証
した。またCLT-軸組部について接合方法
の要素実験を行い、その特性を明らかに
して設計に反映し、施工方法についても実
証した。

神奈川
県藤沢
市

H27.5
店舗併
用住宅

2 107.5 6.35 6.15 －－－ － 7.8
W（軸組
工法）

壁量計算
（＋許容
応力度計
算）

鉛直力

・CLTを水平構面に取り入れたプラットフォーム
軸組工法での設計時の工夫や試験データ等
は、主に床にCLTを用いて大スパン+床跳ね出
し形式等を採用した建築物の設計で参考モデ
ルとなる。
・プラットフォーム軸組構法を用いる事により、日
本における既存の技術や流通環境を活かして
施工できることが分かった。

鍋野友哉アトリエ
／TMYA
鍋野　友哉

27-1
山佐木材株
式会社

山佐木材株式会社　
CLT工場増築工事の
設計実証

設計、
部材
性能

自社のCLT製造施設をCLTを使用して建
設するために、CLT耐震壁としての構造特
性値を実験により求め、この値を用いて設
計した建築物において時刻歴応答解析を
行った。梁間方向は1方向ラーメン構造、
桁方向をCLTの耐震壁構造とした。CLTの
せん断耐力の高さを他工法と併用するこ
とで、大空間物件にもCLTの利用が可能
であることを示し、これらを他の設計者の
参考となるよう設計のプロセスとしてまと
めた。

鹿児島
県鹿屋
市

H29.11 工場 1 988.25 8.7 5.2 －－ ○－ 50
W（ﾗｰﾒﾝ
工法）

時刻歴応
答解析

水平力

・CLTの利用方法として中高層ビル系の建物が
多く紹介されているが、耐震壁としての利用に
よって大スパン建築物（工場・体育館等）への利
用実例となった。
・接合部については引きボルトやビス以外の接
合方法を検討し、GIR（異形鉄筋-エポキシ樹
脂）のデータを取得した。

山佐木材株式会
社　下住工場
技術本部　塩﨑　
征男

H26

担当者
実施
年度

実施者

主なCLT使用部位

実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類
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CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）

用途
階数

（括弧内
地階）

延べ面積
（㎡）

高さ(m)
軒高
(m)

屋根 壁 床
その
他

構造様式
構造計算

ルート
CLTが負
担する力

担当者
実施
年度

実施者

主なCLT使用部位

実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類

27-2
宗教法人大
本静岡分苑

落とし込みCLT板壁
の性能実証および大
本静岡分苑新築工
事での建築実証

建築、
設計、
部材
性能

内外顕しの落とし込み板壁ユニットをCLT
に置き換る場合に必要となるディテールの
整理を行い、それに基づいた実大壁試験
によって構造特性値を求めた。これらを実
際の社殿建築に利用して設計の安全性を
確かめるとともに実際の施工時の問題点
なども併せて整理した。結果とプロセスは
他の設計者の参考となるようにまとめた。

静岡県
富士市

H28.5
集会施
設

1 329.8 7.521 5.55 － ○－－ 22.9
W（軸組
工法）

令46条2
項（許容
応力度計
算）

水平力

・板壁ユニットのCLT置き換えに必要となるディ
テールとして、構造性能のほか雨仕舞いやクリ
アランス、エアタイトの取り方を整理し、それに
基づいた実大壁試験によって構造特性値を求
めた。
・施工時の問題点（反りなど）についても検討し
た。

福山弘構造デザ
イン
代表　福山　弘

27-3

三井ホーム
コンポーネ
ント株式会
社

埼玉工場事務所棟
の建築実証

建築、
部材
性能

自社の工場内事務所棟を枠組壁工法に
CLTを取り入れ、4号建築物として設計す
る手法を検討した。これらは他の設計者
の参考となるよう設計のプロセスとしてま
とめた。
床に関しては断熱材兼仕上げ材・下地
材、また床衝撃音対策として、外壁と天井
に関しては断熱材兼仕上げ材・下地材とし
て活用した。

埼玉県
加須市

H28.2 事務所 2 251.88 7.71 5.76 ○○○ ○ 34.1
W（枠組
壁工法）

壁量計算 －

・CLTを外断熱材として利用した場合、従来の壁
内断熱と同等の熱的性能を持つことが実証され
た。
・CLTを無垢の仕上材として使用するための恒
久的仕上技術を検討した。10年間のメンテナン
スフリーを目標に、高耐久塗料や液体ガラス塗
料を導入した。
・CLT床パネルを非構造で用いる場合、重たい
床仕上げとして扱い、吊り天井を併用することで
遮音性能が改善できることが分かった。

三井ホームコン
ポーネント株式会
社　開発営業本
部
施設開発部　山
本　剛

27-4
有限会社エ
ヌツー

（仮称）café CLT新
築工事の建築実証

建築、
部材
性能

柱梁を集成材等の軸組で、屋根（床）を
CLTで作る建物を許容応力度計算を用い
て設計、床版の継ぎ手を開発・施工した。
また臨海部でのCLT等の屋外使用時の耐
久性仕様についても検討した。耐久性に
ついてはメンテナンスを通して継続的に検
証していく。

兵庫県
神戸市

H28.4 店舗 1 41.6 3.9 3.85 －○○○ 22.5
W（軸組
工法）

壁量計算 水平力

・スパンに満たないCLTパネルの接合に、ホー
ムコネクター（金物）を検討し、施工仕様を作成
した。
・臨海地区での耐久性仕様として、屋根材、デッ
キ材、木部塗装を検討し、選定工程を示した。メ
ンテナンスを通して経過を観察する。

株式会社内海彩
建築設計事務所
内海　彩

27補-1
株式会社加
藤工務店

株式会社加藤工務
店新社屋新築工事
の建築実証

建築、
設計

プレファブ工法が大きなメリットであるＣＬＴ
の特徴を活かし、木造軸組フレームによる
大空間の中にＣＬＴ床組を入れ子状に配し
た建物を建設。実務的立場からみた告示
ルート１の実態と課題の整理、建屋内での
ＣＬＴ床組の後施工を通して、二重構造の
プランをもつ建物でのＣＬＴ採用や既存建
物内でのＣＬＴ床組の構築などを念頭に置
いた、新たなＣＬＴ部分利用の可能性を探
る。

静岡県
沼津市

H29.5 事務所 2 703.72 7.58 5.73 －－ ○－ 89.5

W（軸組
工法
+CLTﾊﾟﾈ
ﾙ工法）

ルート1
鉛直力、
水平力

・中２階や吹抜け内に入れ子状のフロアをもつ
建物は多い。そのようなケースで法的・物理的
にＣＬＴ造が現実的で新たな選択肢になり得るこ
とを示した。
・新築のみならず、既存建物内での増改築やリ
ノベーションに対するＣＬＴ後施工の対応可能性
を示した。
・ＣＬＴ構造体として非常に単純な形態で告示を
適用したことはモデルケースとして有効である。
また設計・建設の実務レベルでの課題の一端を
明らかにした。

・入れ子状のプランにより完成後もＣＬＴ床組
が金物を含めて内からも外からも視認でき、ＣＬ
Ｔを学び魅力を発信するモデルハウスとしての
役割が期待できる。

東海精機株式会
社　一級建築士
事務所４Ｄ-ＷＯＲ
ＫＳ
建築設計部　大
古田　健一

27補-2
株式会社三
東工業社

三東工業社本店新
築工事の建築実証

建築、
設計

自社の事務所施設をCLTを構造体として
設計及び施工する。柱脚・柱頭のモデル
化により、各壁パネルの幅別復元力特性
を把握し、今後の設計ツールを作る。アン
カーセットにおいても簡易なディテールを
採用する。

滋賀県
甲賀市

H29.2 事務所 1 110 4.1 3.95 ○○ ○ ○ 95.2
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・CLT壁パネルを弱軸使い（最外層ラミナ横向
き）し、さらに、CLTを小屋梁に使用した架構を
用い、接合部は金物が露出しない接合部（ＣＬＴ
内部に埋め込むラグスクリューボルト接合)とし
た構造の構造設計法（モデル化や接合部特性
等）を取りまとめることにより、他の事業者が
CLTを用いて建築物を建築する際に活用できる
ツールとなった。
・簡便な手法を採用したアンカーセットに対する
問題点や、CLTパネルを現しで使用したことによ
り、配慮が必要な事項をまとめた。

株式会社三東工
業社　栗東本社
建築部　青山　善
之

H27
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CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）

用途
階数

（括弧内
地階）

延べ面積
（㎡）

高さ(m)
軒高
(m)

屋根 壁 床
その
他

構造様式
構造計算

ルート
CLTが負
担する力

担当者
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年度

実施者
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実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類

27補-3 （個人）
西ノ原の家、建築物
の建築実証

建築、
設計

意匠性を重視したCLTの実証、長崎県産
のスギ材で製造したCLTの表面に９mmか
ら１２mmの桧のラミナ材を接着し、意匠性
を重視したCLTを使用した住宅の提案す
る。

長崎県
東彼杵
郡

H29.2
店舗併
用住宅

1 81.12 4.64 4.4 ○ －○○ 35.3
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・長崎県産のヒノキにおいては、色のばらつき
や、加工時、納品後のパネルの反りもなく、施工
性に優れたパネルに仕上が っている。
・JASの認定を取得したことにより、構造体のま
まで、表の仕上げを可能にし、意匠性に優れた
ヒノキと スギのハイブリットパネルを実証でき
た。
・今後は価格帯の検証、耐火性能の開発を行
い、規模を限定せずに利用できる意匠性を重視
した CLT の 開発が出来ればと考える。

有限会社E.P.A環
境変換装置建築
研究所
武松　幸治

27補-4 （個人）
井上ビル新築工事
の建築実証

建築

オフィスビルをCLTを構造体として設計す
るために必要なCLTの基準強度を使用し
て、CLT設計法（ルート1）許容応力度計算
により構造設計を行い、建築確認取得後
着工、CLT施工精度等の検証を行う。

福岡県
筑紫郡

H29.3 事務所 2 400.16 8.652 8.402 ○ ○ ○ 階段 210
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・福岡県内では初となる CLT 構造ということで
多くの業界関係者に CLT 構造の認識を高め る
きっかけとなった。
・構造金物はⅩマーク金物を使用し施工実績が
得られた。
・CLT 構造を準耐火建築物として確認申請及び
施工を行ったことは、今後建設されるCLT 建築
物の重要な参考施設となった。

株式会社大匠建
設
建築部　梅野　光
太郎

27補-5

高知県林業
活性化推進
協議会

高知版CLT「ゆかば
い90」設計・性能実
証事業

性能

本事業では、3Ｐ厚さ90mmのCLTパネル
(「ゆかばい90」)を木造住宅の2F床剛床パ
ネルとして活用するため、平成26年度木
造住宅等地域材利用拡大支援事業を受
けて検討を行った設計パターンに基づき、
作成済の構造設計実証用の部材試験体
にて、構面実験により面内性能・要素性能
等を評価する。

高知県
香美市

- 住宅 2 120.07 8.34 6.5 －－－ － 6.8
W（軸組
工法）

壁量計算
（＋許容
応力度計
算）

水平力

・現段階では、ビス要素試験結果による構面実
験計画段階ではあるが、本実証実験の実施 に
より木造住宅の2 階床剛床パネルとしてCLT の
利用が、熊本地震に見られた下階への力 の伝
達に大いに活用できるとの方向が見えてきた。
・ 根太や梁を省略でき、施工の簡素化・迅速化
も可能となる。
・最大の成果としては、下階における耐力壁線
間距離の自由度、吹き抜けなどの床開口部制
限の緩和などが挙げられる。

一般社団法人 高
知県中小建築業
協会
立道　和男

27補-6

フレッシュ
ショップトマ
トチェーン株
式会社

CLTを用いた中規模
スーパーへの提案 - 
フレッシュショップト
マト新築工事

建築、
設計、
性能

スーパーマーケット（とまと）の屋根構面で
の利用を計画。構造は鉄骨構造でスパン
約20mの大空間を構成。水平構面の部材
と意匠を兼ねてCLTを活用する。店舗の
場合の防火上の問題で、ロ-一準耐によ
り、構造躯体は不燃とし、準耐火建築物に
することで内装制限を回避する。本計画に
おいては移行せん断をCLT⇒鉄骨トラス
⇒柱⇒基礎まで伝える為、鉄骨下地の
CLT構面試験を実施し、本設計に生かす・ 
鉄骨梁にCLTを載せかけ水平構面を構成
する方法での実証。

香川県
観音寺
市

H29.3 店舗 2 1399.65 8.3 7.8 ○○○ － 130 S ルート3 水平力

・鉄骨下地の屋根構面における移行せん断力
の復元力特性について確認できた。
・設計のプロセスおよび施工の課題と解決法を
取りまとめることにより、他の事業者がCLTを用
いて建築物を建築する際に活用できるツールと
なった。

島田治男建築設
計事務所
島田　治男

27補-7 （個人）
牛木邸新築工事の
建築実証

建築

CLTの面で構成されるトラス（面トラス）を
屋根に用いる場合に必要となるディテー
ルをまとめ、それに基づいた施工の実証
を行う。コストを抑えるためにも要素をでき
るだけ取り除く方向で想定しているので、
出来上がった空間の内部環境や外部の
経年変化は、調査対象としての意義ある
ものになる。

埼玉県
入間市

H29.2 住宅 2 117.84 9.6 2.43 〇〇 －〇 14.9
W（軸組
工法）

壁量計算
鉛直力、
水平力

・取りまとめた建築設計のプロセスは、他の事
業者がCLTの建築物を建築する際に活用でき
る。
・今回のCLTのトラス状構成は、薄肉で構造的
に成立させることができる。
・その構成を見せ、また内部側の仕上げとして
露出することにより、CLTの長尺大判の板として
のメリットを視覚的・直感的に伝える広告的効果
も期待できる。

福山弘構造デザ
イン
代表　福山　弘

H27補
正



- 
1
4
8
 -

CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）

用途
階数

（括弧内
地階）

延べ面積
（㎡）

高さ(m)
軒高
(m)

屋根 壁 床
その
他

構造様式
構造計算

ルート
CLTが負
担する力

担当者
実施
年度

実施者

主なCLT使用部位

実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類

27補-8 （個人）
CLTを構造体（壁）に
用いた木造3階建て
住宅の建築実証

建築、
設計

CLTを在来軸組構法の中に取り入れた構
法計画とし、意匠上CLTを仕上げ材として
活用する。また、改正された国交省告示
第五百六十一号で定められるCLT材料の
品質及び強度を用いてCLTを鉛直力及び
水平力を負担する構造計画として設計す
る。そして、空調設備にCLTを組み込んだ
空調計画とし、意匠･構造･設備それぞれ
にCLTを活用する。

東京都
新宿区

H29.3 住宅 3 242.75 9.29 8.97 － ○ － 階段 26.7

W（軸組
工法
+CLTﾊﾟﾈ
ﾙ工法）

ルート1
鉛直力、
水平力

・ 木造３階建て在来軸組構造に、平面の中心で
鉛直力を負担する CLT パネルを用いた建築 
物を建築実証する事が出来た。
・パネルの建方工程との取り合いの検討が必要
なことや、通常の軸組構造と比較して建方日数
が増加するものの、CLT部分のパネル面および
木口面を見せることで、意匠性などへ寄与でき
る事を実証した。
・なお、CLTを用いた外部空気のダクトおよび吹
出口については、今後使いながらモニタリング
を行っていく予定である。

株式会社長谷萬
カスタムホームズ
事業本部
恒田　義久

27補-10

ライフデザイ
ン・カバヤ株
式会社

カバヤホーム倉敷事
務所新築工事の建
築実証

建築、
設計

自社の倉敷事務所をCLTを構造体として
設計、建設するために必要な部材の構造
特性値を実験により求め、設計した建物
において、告示を踏まえたCLTを耐力面材
として利用し、建設する計画。既往実績で
収集した温熱環境及びCLTの断熱性能を
利用し、CLT表しで使用する。

岡山県
倉敷市

H29.2 事務所 3 736.12 11.8 10.75 ○○○○ 139.8
W（軸組
工法）

ルート2 水平力

・本実証事業はCLTと在来軸組との併用工法の
ため、その接合方法や意匠上の納まりなどにつ
いては、今後同様な建物の設計 をする上での
参考となる。
・既往実績で収集したデータ(H27年度岡山県森
林整備加速化事業実証データ)と合わせ、より
柔軟に構造へCLTを利用できるようになった。

ライフデザイン・カ
バヤ（株）特建事
業部　技術課
守谷　和弘

27補-11
株式会社梶
谷建設

若杉ヴィレッジ新築
工事の建築実証

建築、
設計

３階建ての共同住宅（１２戸）において、平
成28年に制定されたCLTパネルの構造方
法に関する告示及び準耐火構造（燃えし
ろ設計）に関する告示に基づいた建築実
証・設計実証を行い、その施工性および
普及性を検証する。

石川県
小松市

H29.9
共同住
宅

3 779.22 12.21 10.1 ○－－－ 130
W（軸組
工法）

ルート2 水平力

・本実証事業においては、既往のCLT実験デー
タを用いて、より自由な建物形状を実現できるこ
とが明らかとなった。
・今後、より使い勝手のよいモジュールとした
CLTの実証例がふえることで、共同住宅への
CLTの採用が期待できると言える。

イエコロ
二村　真弓子

27補-12
（27-5）

株式会社　
ウッドワン

ウッドワンショールー
ムのマッシヴホルツ
による設計と施工実
証

建築、
設計
（設
計、性
能）

マッシヴホルツの建築物に必要な、高性
能(高耐力・高剛性・高靱性)耐力壁の構造
特性値を試験により確認し、設計用耐力
壁解析モデルの妥当性を実証する。ま
た、構造躯体建築実証で施工性を検証
し、設計・施工計画に必要な情報を示す。

石川県
野々市
市

H29.7 事務所 2 499.22 9.685 6.7 ー － ○ － 69.3
W（軸組
工法）

令46条2
項（許容
応力度計
算）

水平力

・ＬVL パネル柱の構造特性を明らかにすること
で、CLT と LVL の性能を生かした大空間 建築
物（店舗・ショールーム・学校等）の設計を可能
とした。
・LVLパネル柱の設計モ デルを示すことで、他
の設計者が類似建物を施行令 46条第 2 項
ルートで設計する際に参考 とできるようにした。
・施工時の手順確認や注意点抽出明らかにす
ることで、本実証構造および類似建物の設計・
施工がスムーズに行えるようにした。 

株式会社ウッドワ
ン
住宅システム営
業部
岡本　肇、佐藤雅
則、疋田　慎二

28-1 （個人）
CLTを用いた既存木
造住宅の耐震補強

建築、
設計、
性能

既存木造住宅を、実験により性能を確認
した孔を設けたCLT耐力壁を用いて耐震
補強する。施工においては、既存の横架
材にCLTを配置する場合の問題点を整理
するため、施工確認を重点的に行った。

島根県
松江市

H29.2
住宅
（改修）

3 131.04 9.9 7.6 － ○－－ 1
既存：W
（軸組工
法）+S

－ 水平力

・既存の木造軸組住宅の耐震性能評価、耐力
壁の設計および補強計画の提案を行った。
・その結果、基準耐力が20kN以上の高強度耐
力壁の設計に成功し、耐震補強についても補強
後の性能が補強前の8倍以上になり現行の建
築基準法を満足することができた。

三重大学大学院 
生物資源学研究
科 資源循環学専
攻
中井　毅尚
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CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）

用途
階数

（括弧内
地階）

延べ面積
（㎡）

高さ(m)
軒高
(m)

屋根 壁 床
その
他

構造様式
構造計算

ルート
CLTが負
担する力

担当者
実施
年度

実施者

主なCLT使用部位

実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類

28-2 （個人）
大牟田の整骨院併
用住宅新築工事の
建築実証

建築、
設計、
性能

CLTのパネルトラスによる平屋の併用住
宅の計画である。極めてシンプルな合掌
組みの架構を、CLT告示に基づくルート2
で設計する。実験により、接合部に求めら
れる中程度のスペックの仕様データを確
保する。

福岡県
大牟田
市

H29.3
店舗併
用住宅

1 109 5.8 5.5 〇 ー － － 23.4
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート2

鉛直力、
水平力

・本建築で採用した工法はやや特殊なものであ
るが、ＣＬＴの使い方の裾野を広げるいことがで
きると考える。
・設計のプロセスおよび施工の課題と解決法を
取りまとめることにより、他の事業者がCLTを用
いて建築物を建築する際の参考例となる。

鹿児島大学
鷹野　敦

28-3
福山弘構造
デザイン

函南の家新築工事
の建築実証

建築、
設計、
性能

傾斜地に建つ住宅のプラットフォームとし
てCLTを基礎のRC・Sと上階木造の境 に
利用することで、上部の施工を容易にしな
がら構造的合理的であり、床の１次 的な
断熱のフィルタも兼ねることができる。これ
らの優位性を建築・設計実証を 通じて整
理し、その環境性能を調べる。

静岡県
函南町

H29.12 住宅 1 61.84 6.75 6.65 －－ －－ 18.1
RC+S+W
（軸組工
法）

壁量計算 鉛直力

・設計のプロセスおよび施工の課題と解決法を
取りまとめたことにより、他の事業者がCLTを用
いて建築物を建築する際に活用できるツールと
なる。
・フラットスラブ状架構の設計方法を提案的に整
備した。
・なお、温熱環境については竣工後にデータを
得て広く公表し、継続的な計測を予定している。

福山弘構造デザ
イン
福山　弘

28-4 榛名神社
文化財等倉庫新築
工事における温湿度
環境性能実証

建築、
設計、
性能

文化財等の倉庫に内部現しでCLTを使用
することで、杉の持つ断熱性能、調温調湿
性能を測定し、文化財・美術品等の類似
用途の収蔵庫としてのCLT構法の可能性
を実証する。

群馬県
高崎市

H29.2 倉庫 1 99.37 4.8 4.49 ○ ○ －○ 41.8
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・本事業で得られたデータによりCLTのもつ環境
的な付加価値を確かめることで、建築全般への
CLTの利用促進につながる。
・文化財・美術品等の類似用途の収蔵庫として
のCLT構法の可能性も開かれる。
・なお、倉庫などモノのための空間に対しては視
覚的な「現し」の品質は必ずしも必要とされない
と考えられるため、将来的にはより低質材を用
いたグレードのCLTパネルを使用することでコス
トダウンにつながる可能性もある。

株式会社エム
ロード環境造形
研究所
小見山健次、小
見山陽介

28-5

学校法人国
際環境福祉
教育学院

中学校及び専門学
校の建築設計実証

設計、
性能

内部にCLT構造体を現しで用いる際に接
合部金物が意匠上目立たないよう、集成
材では一般的な鋼板挿入ドリフトピン接合
による柱脚柱頭接合部を開発し、設計に
採用する。

山梨県
富士河
口湖町

-
中学校
専修学
校

1
410.06
622.4

9.14
11.52

3.45 ○ －○○
93.3
128.7

W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・CLT パネル工法のルート1 の各部仕様の接合
金物で、現し接合部に対応できる金物を開発 で
きた。開発部位は、最下部引張用金物、頂部引
張用金物、せん断用金物1（床継ぎ手部）、 せん
断用金物2（床端部）である。
・ また、設計した各接合金物の性能と課題を確
認した。

株式会社エム
ロード環境造形
研究所
小見山健次、小
見山陽介

28-6
株式会社尾
内商事

KFC堺百舌鳥店新
築工事の建築実証

建築、
設計

ワールドチェーン飲食店舗施設をCLT告
示仕様（ルート1）で 設計するが、この規模
で現在主流である鉄骨造との工期・コスト
面で比較確認するとともに、パネル施工を
メインにし、軸組工事省略による仕上工事
着手までの優位性を検証した。

大阪府
堺市

H29.3 飲食店 1 133.82 5.4 3.52 ○ －○○ 25
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・建て方～屋根・外壁下地材完了までの工期を
比較検証した結果、 CLT４日・鉄骨造 14日と
なった。量産型店舗展開において は、年間出店
計画構築の目安になる。 
 ・コスト面では、坪単価を比較検証した結果若
干 CLT が上回ったが、構造計画考察によりさ 
らなるコストダウンの目安が出来た。

一級建築士事務
所　Sho建築設計
事務所
畑　正一郎

28-7 下仁田町

在来大工技術で施
工可能なCLT構造用
面材を用いた建築物
の設計実証

設計

木造在来軸組工法の構造用面材として薄
板 CLT を利用したコミュニティ施設を設計
した。 またその設計を通して、地場の大工
技術でも加工及び施工が容易なCLT 構
造用面材の可能 性と課題点を、群馬県下
仁田町の地域性に即しつつ考察した。

群馬県
下仁田
町

H30.3
コミュニ
ティ施
設

1 381.13 9 3.29 －－－ ○ 6.9
W（軸組
工法）

－－

・ 通常の合板や筋交いより高い壁倍率を持つA
パネを用いることで壁量を減らすことができ、よ
り大きな開口部を設けたり大空間をつくることが
可能となる。
・また、部材寸法が現場で取り扱いやすい範囲
内において比較的大きいため、施工工数が少な
く施工時間短縮につながる。
・本設計実証では、そうしたAパネの利点と特徴
に基づき、実際に設計に用いた際の可能性と課
題点を整理し、今後の製品開発の参考資料とし
た。

下仁田町役場
観光課　整備係
黛　一弘

H28
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CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）

用途
階数

（括弧内
地階）

延べ面積
（㎡）

高さ(m)
軒高
(m)

屋根 壁 床
その
他

構造様式
構造計算

ルート
CLTが負
担する力

担当者
実施
年度

実施者

主なCLT使用部位

実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類

28補-1

株式会社三
菱地所設計
/株式会社
竹中工務店

（仮称）仙台市泉区
高森２丁目プロジェ
クト（高層集合住宅）
の設計・性能実証

設計、
性能

高層集合住宅の構造床として設計する場
合の重量床衝撃音性能を改善する防振
仕様および梁－CLT接合方法等について
構造・耐火実験や解析を通じて検討を
行った。また、CLT耐震壁としての利用で
は作業所での施工性を考慮した接合方法
を考案し、その構造性能を確認した。併せ
てCLT部分利用の設計・施工手法の汎用
化・合理化の検討を行った。

宮城県
仙台市

H31.2
共同住
宅

10 3,605.11 33.695 32.575 － ○－－ 220 S+W柱 ルート3 水平力

・CLT 床（2時間耐火構造）の耐火被覆仕様を検
討した。
・重量床衝撃音性能値に応じた防振仕様を検討
した。
・鉄骨造梁等とCLTの床および耐震壁を一体化
する接合部方法を検討した。

株式会社竹中工
務店木造・木質
建築推進本部
小林　道和

28補-2

株式会社平
吹設計事務
所

板垣商店三日町ア
パート新築工事の設
計・性能実証

設計、
性能

共同住宅施設をCLT告示仕様で設計する
が、現状では接合部データが不足してお
り、実験により構造特性値を確認した。協
議会において、接合部の最適納まり等を
議論し、汎用性、低コスト性、内部現しで
のＣＬＴの使用を検討した。

山形県
山形市

－ 長屋 2 414.46 6.8 6.41 ○ ○○○ 128.7
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・CLTパネル工法のルート1の接合金物で、隠蔽
に対応できる金物を開発し、各金物の性能及び
構造特性を確認した。
・CLT パネル現しに対応できる金物の普及に向
けて、製品開発の参考資料となった。

株式会社平吹設
計事務所
門間　峰昭

28補-3

医療法人社
団　三成会/
藤寿産業株
式会社

（仮称）南東北春日
デイサービス新築工
事の建築実証及び
設計実証

建築、
設計

集成材ラーメン構造の３階建てでＣＬＴ床
パネル及び壁パネルを使用した。協議会
では、水平構面の剛性を持たせたＣＬＴ床
パネルの施工性、コスト、遮音性、接合方
法を議論し２タイプの床仕様を決定し、性
能比較を行った。また、柱脚金物において
鋳鉄素材を用いて、柱巾に拘らず１種類
の規格のみで納めることの出来る新規の
金物を使用した。

福島県
須賀川
市

H30.2

病院
（介護
老人保
健施
設）

3 1309.45 9.922 8.922 － ○ ○ 階段 70
W（ﾗｰﾒﾝ
工法）

ルート1 水平力

・木造３階建て建築物でＣＬＴパネルを床に用い
た場合の遮音性能測定データを得た。
・大判のＣＬＴ床パネルで施工する納まりや施工
手法を検討した。
・柱脚金物の施工状況を検討した。

藤寿産業株式会
社
渡邉　宏

28補-4

エーユーエ
ム構造設計
株式会社/
株式会社ま
ちもり

AUM社屋増築工事
の設計及び部材性
能実証

設計、
性能

本計画案は、鉄骨フレームにＣＬＴ壁パネ
ル・床版を組み合わせた複合構造とした。
鉄骨造の弱点である地震時や暴風時の
揺れをＣＬＴ壁パネルにより改善し、軽量
なＣＬＴ床版の採用による建物軽量化と合
わせて、優れた耐震居住性の実現と経済
設計を両立させた構造システムを検討し
た。

福島県
郡山市

H30.12
予定

事務所 3 310.77 11.94 6.99 －－ ○－ 60.61 S ルート1-2 水平力

・CLT 床パネルと鋼構造水平構面の各接合部
の強度データの収集および設計式の妥当性を
確認した。
・リブ付きCLT床パネル工法は、鉄骨造建築で
は標準的に用いられる６m 以上のスパンにも対
応できるため、床パネル工法として高い汎用性
が期待される。

株式会社まちもり
佐川　和佳子

28補-5

株式会社匠
パートナー
ズ/弁護士
法人匠総合
法律事務所

「南房総千倉CLT収
納庫」プロジェクト

建築、
設計

CLT建築の低コスト化を協議会にて検討し
た。接合部金物の種類やCLTパネルの使
用方法を検討し、コストダウンを図った。
CLTパネル工法の建築物であるが、CLT
の使用箇所を構造上必要最小限に留め、
外周部は在来軸組とすることで大幅なコ
ストダウンに繋がった。

千葉県
南房総
市

H29.12 倉庫 1 149.06 5.08 3.095 －○○ ○ 11.5
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・構造耐力上最小限のCLTパネルの使用と非耐
力部分の在来軸組併用により省コスト化を実証
した。
・CLTの施工精度の確保のための治具使用の
工夫などにより工期短縮と省コスト化を実証し
た。

弁護士法人匠総
合法律事務所
秋野　卓生

28補-6

有限会社シ
ンタニ/平井
政俊建築設
計事務所

(仮称)代官山猿楽町
プロジェクト新築工
事の建築実証・設計
実証

建築、
設計

現在都市部にある狭小地や不整形な敷
地に対応したようなCLT建築は存在してい
ない。都市部に存在する多くの狭小地・不
整形地におけるCLT建築物の先導的役割
や都市型木造建築の新たな可能性を目
指し、CLT関連告示を用いた1時間準耐火
構造の3階建て店舗付住宅を設計・建築
実証した。

東京都
渋谷区

H30.8
店舗＋
事務所
＋住宅

3
(1)

179.58 11.26 10.699 ○ ○○○ 47.58
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）
+RC

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート2

鉛直力、
水平力

・矩形パネル形状の事例が多いCLT建築物の
中で、不整形な敷地形状に合わせた台形パネ
ルの使用が十分可能であることを示した。
・傾斜床パネルやステップフロアなどCLTの使用
方法としてこれまでにない新たな事例となった。

一級建築士事務
所
平井政俊建築設
計事務所
北村　一真
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CLTを活用した建築物等実証事業の成果一覧（平成26～30年度）
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28補-7

株式会社中
東/株式会
社
SALHAUS

(株)中東　構造用集
成材製造工場新築
工事の建築実証

建築、
設計、
性能

工場など大空間建築へのCLTの利用を促
進するため、約4mと高さの高いCLT耐力
壁パネルの部材性能実験実証、設計実
証、施工実証を行った。構造設計上、採用
しやすい架構として柱梁方式とした。既存
の工場とほぼ同じ形状、構造形式の新工
場をCLT耐力壁を用いて新築することで、
既存工場との施工性やコストの比較を行
い、今後は室内居住性比較も行う。

石川県
能美市

H30.3 工場 1 1993.82 12.16 8.5 －－ ○－ 127

W（集成
材等建
築物＋
CLT耐力
壁）

ルート1 水平力

・大規模施設への大きなCLT壁パネルについて
実験データ、ディテールリストを今後参照可能な
情報としてまとめた。
・本事業と既存工場（集成材軸組＋筋交い）、鉄
骨造を想定した建築とのコスト比較を行った。

株式会社
SALHAUS一級建
築士事務所
日野　雅司

28補-8

松栄建設株
式会社/一
般社団法人　
YUCACOシ
ステム研究
会

松栄建設本社・高性
能CLTオフィス建築
の実証事業

建築、
設計、
性能

松栄建設本社の社屋をCLT告示仕様で設
計し、建設した。接合金物として、新たに
長尺スクリューと簡易型接合金物を採用
し、省力化とコスト縮減効果について検証
した。また、CLT建築に適した断熱・気密
方法と省エネ空調設備を検討・設計し、そ
れらの性能の実測検証を行った。

福井県
坂井市

H30.1 事務所 2 408 7.75 6.95 ○○ ○ ○ 119

W（軸組
工法
+CLTﾊﾟﾈ
ﾙ工法）

ルート1、
3

鉛直力、
水平力

・長尺スクリュー接合仕様の接合部データを取
得した。
・長尺スクリュー接合工法及び告示金物工法を
用いて建物を建設し、施工性を比較した。
・CLT 建築の気密性能を実測し、CLT の工法自
体に大きな問題はないことを確認した。

松栄建設株式会
社
由比　浩夫

28補-9

なかむら建
設株式会社
/松阪木材
株式会社

なかむら建設㈱明和
事務所新築工事の
建築実証

建築、
設計、
性能

なかむら建設㈱施設計画において、60mm
厚CLTを在来木造の耐力壁として設計し
た。壁倍率認定を取得し、一般建材として
広く流通させるための、サイズやサネ形状
について協議会において議論し、汎用性
を高め広くCLTを普及させることを検討し
た。併せて、60mm厚を活かした、耐火被
覆材としての可能性を検証した。

三重県
多気郡
明和町

H30.7 事務所 1 240.14 5.84 3.34 ○－－－ 15.18
W（軸組
工法）

壁量計算 水平力

・CLT のサイズ・加工によるサネ形状・金物の仕
様を検討した。
・CLTを面材使用した壁倍率試験を実施し、実
験値として壁倍率5.5 相当(低減率は考慮せず）
を得た。今後大臣認定取得により壁量計算にて
使用可。

松阪木材株式会
社
大道寺　聡

28補-10

兵庫県森林
組合連合会
/株式会社
地域計画建
築研究所

兵庫県林業会館新
築工事の建築実証

設計、
性能

ＣＬＴ構造建築物とするために、国交省告
示第611号の部材仕様、構造計算方法に
基づく構造計算の実施およびＣＬＴを用い
た床材の耐火性能の実験による性能評価
を行い、大臣認定の取得を行った。また、
今後の普及につながるコスト縮減方策、
環境性能や地域貢献性（森林還元率な
ど）についても評価できるよう設計検証を
行った。

兵庫県
神戸市

H31.1 事務所 5 1509.94 25.99 22.46 －－－ ○ 225 S ルート3 水平力
・CLT 床の２時間耐火の検証を行った。
・普及可能性の高いCLT の中高層建築物につ
いて、各構造形式の比較により明らかにした。

株式会社地域計
画建築研究所　
大阪事務所
中川　貴美子

28補-11

ライフデザイ
ン・カバヤ株
式会社

ライフデザイン・カバ
ヤ㈱福山支店新築
工事の建築実証

建築

現在、CLTを用いた建築物で、大きくキャ
ンチレバーをさせている国内事例が少なく
設計・施工方法のデータが不足している。
今回、CLT告示仕様(ルート3)を用いる事
により、CLTを使用し大きくキャンチレバー
をさせている意匠を用い、設計・施工方法
を議論し汎用性、低コスト性を検討した。

広島県
福山市

H30.4 事務所 3 786.91 13.8 12.6 －－ ○－ 298.8
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）
+S梁

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート3

鉛直力、
水平力

・CLT パネル＋鉄骨梁（ルート３）の採用により、
CLT の使用量とコストバランスを検討した。
・鉄骨梁勝ち＋CLT 壁柱架構という新しい構造
形式を検証し、自由なプランニングと開放的な
空間が可能となった。

ライフデザイン・カ
バヤ株式会社
特建事業部　平
田　拓也
設計部　友竹 祥
文

28補-12

社会福祉法
人光志福祉
会/島田治
男建築設計
事務所

（仮称）CLTを用いた
中規模福祉施設へ
の提案 - ネムの木
グループホーム円座
新築工事

建築、
設計

福祉施設の木造化を推進するにあたり、1
階をRC造とし2階をCLT構造による建物と
することによって、福祉施設で必要とされ
る室用途に合わせた空間設計の実証を
行った。また、香川県産材をいかに効率よ
く使えるか、山側からの供給体制も含め模
索し実証した。

香川県
高松市

H30.1

グルー
プホー
ム兼デ
イサー
ビス

2 982.05 8.004 7.26 ○○○ － 185.6
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）
+RC

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート2

鉛直力、
水平力

・福祉施設のような居室を多く含む建物計画に
おいて、RCとの混構造によって経済性と機能性
を両立したCLT 建築を実証した。
・香川県内の木材集材手法、年間伐採搬出集
材についてまとめ、県産材利用を模索した。

島田治男建築設
計事務所
島田　治男

H28補
正
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28補-13

社会福祉法
人代医会/
株式会社　
太宏設計事
務所

介護老人保健施設
八祥苑新築工事の
建築実証

建築、
設計

介護老人施設をＣＬＴ告示仕様（ルート1）、
大版架構形式にて計画しＣＬＴ告示の設計
実証を行った。大版架構形式での部材
ピース数低減の実証を行いＣＬＴ製造コス
ト・施工コストの低コスト化を実証すると共
に、大版パネル計画により増加するであろ
う運搬コストについても、効率的な積み荷
計画、輸送計画を立案し汎用性、低コスト
性を検討した。

熊本県
八代郡
氷川町

H30.2
介護老
人保健
施設

1 2204.98 7.5 3.45 －－ ○－ 546.8
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・大版パネルと小幅パネルを比較、部材ピース
数低減計画の立案とそれに伴うCLT 製造コス
ト・施工コストの削減について検討した。
・大版パネルの比率が増えることによって、コス
トは下がる方向に向かう事が確認できた。

株式会社　太宏
設計事務所
河野　豊

28補-14

（個人）/株
式会社吉高
綜合設計

大分市中島東集合
住宅モデルプロジェ
クトの設計実証

設計

共同住宅の新築工事（枠組壁工法、準耐
火構造）においてCLTを床材全般、階段
床、一部の非耐力間仕切壁に使用した設
計を実証した。床CLT表し仕上による遮音
性、振動の影響及びパネル割付寸法と表
面塗装、輸送形態等の汎用性、低コスト
化についても検討した。

大分県
大分市

－
共同住
宅

3 551.25 9.19 8.68 ○ －○○ 85.87
W（枠組
壁工法）

ルート2 水平力

・共同住宅で要求される遮音性能について、
CLT床版を構造躯体とした場合の仕様を検討し
た。
・大分県産材日田杉をたて枠材やCLTラミナとし
て使用することを検証した。併せてCLTの経済
的な割付けをスパン割りと輸送方法の両面で検
討した。

株式会社吉高綜
合設計　東京事
務所
清水　良宣

28補-15

三菱地所株
式会社/株
式会社日建
設計

下地島空港旅客ター
ミナルビル新築工事
の実証事業

設計、
性能

屋根構造をCLTの併用構造としてルート３
で設計した。CLTの接合部データ、重ね梁
形式の２方向屋根の変形を実験により構
造特性値を確認した。また、実施設計で汎
用性、低コスト性、工期短縮を検討した。

沖縄県
宮古島
市

H31.3
航空旅
客取扱
施設

1 11974.13 10.8 6.55 ○○ －○ 1561 RC ルート3
鉛直力、
水平力

・従来構造壁で使われていたCLT を屋根に利
用することで、断熱、防水の仕様などの先進事
例となった。
・CLT 接合部の仕様を、汎用性を念頭に試験・
検討し、その過程を取りまとめた。

株式会社日建設
計　設計部門　設
計部
小泉　賢信

29-3
阿部建設株
式会社

在来軸組の構造用
面材としてCLTを
使った木造コンビニ
エンスストアの設計
実証

設計、
性能

従来の鉄骨プレハブ工法に対して意匠・
断熱・コスト・工期の面で優位性のある木
造コンビニエンスストアの設計実証を行っ
た。薄板CLTによる構造用面材を在来軸
組工法の耐力壁として用いるにあたり、
CLTパネルを外装側に現し(充填断熱)、内
装側に現し(外断熱)、現さない(外断熱)の
3つの外壁仕様について必要な納まり検
討・性能試験を行った。

岐阜県
羽島郡
岐南町

H32.3
予定

店舗（コ
ンビニ
エンス
ストア）

1 198.744 5.262 3.231 ○－－－ 3.9
W（軸組
工法）

壁量計算 水平力

・薄板CLTの高耐力性と意匠性を活かしたプロト
タイプの試設計が得られた。
・3つの仕様バリエーションについて外壁の構成
が得られた。
・軽量鉄骨工法との比較により、木造のメリット
が活かされる部分を確認することができた。

阿部建設株式会
社
津金　みほろ

29-4
須山建設株
式会社

ホワイトロジング共
同住宅施設　新築工
事の建築実証

建築、
設計

2階建て共同住宅をCLT告示仕様(ルート
1)で設計及び施工を行った。壁式鉄筋コン
クリート造の共同住宅で施工実績が豊富
であるため、今回の事業において共同住
宅にCLTパネル工法を採用し汎用性・低コ
スト性・工期短縮性を検討し壁式鉄筋コン
クリート造と比較した。また賃貸物件に
CLTを活用し事業性を配慮した設計・計画
とすることでCLT材の普及促進を図った。

静岡県
浜松市

H30.2
共同住
宅

2 178.86 6.515 6.19 ○－－－ 31.88
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・WRC造とのコスト比較によって、小規模なもの
ではコスト面で及ばないもののCLT工法の共同
住宅として事業性が確保された。
・規模が大きくなった際にCLT工法の工程の短
縮、建物荷重の少なさが有利になる可能性があ
る。

須山建設株式会
社
都市ブロック
石田　将人

29-5
株式会社シ
ンコール

（仮称）CLTを用いた
中規模事務所への
提案 - シンコール社
屋新築工事

建築、
設計

日本一小さな県で、日本一充実した「みど
り」と共に暮らす社会の実現の為、県産材
を使い、CLT建築における実用化（ラミナ
の安定供給）を協議会メンバーにより実証
した。
一般的にはRC造又はS造で建設する内装
メーカーの中規模ショールーム・事務所を
CLTにて建設する事により、木構造の可
能性を広く一般に告知して見せる建築物
とした。

香川県
高松市

H30.6 事務所 2 755.12 7.85 6.85 ○ ○ ○○ 188
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・県産材の利用において、ラミナの安定供給の
ため早期から協議会を開催することにより、計
画、建築の円滑化に役立った。
・RC造とのコスト比較では、CLT工事部分の高
コストの影響が大きいことが分かった。

島田治男建築設
計事務所
島田　治男

H29
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主なCLT使用部位

実施概要番号 得られた成果概要事業名 建設地

建築構造建築物概要 ＣＬＴ
使用
量

（ｍ
3
）

竣工
年月

実証
の種
類

29-6 愛媛県
県立内子高校部室
新築工事の建築実
証

建築

愛媛県の県有施設における初めてのCLT
建築物であるとともに、県内においても
CLT建築物の施工実績が少ないため、
CLT建築物の現場施工時における問題点
等を洗い出し、改善策を検討した。
建築コストについては、同規模のWRC造
やS造など他工法と比較し、CLT使用メリッ
ト、コスト削減への方策を検討した。

愛媛県
喜多郡
内子町

H30.1
高等学
校（部
室）

2 283.86 6.29 5.65 ○○ ○○ 85.1
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・詳細な施工レポートを作成し、施工上の課題
点等を明らかにした。
・愛媛県内において施工に関する技術やノウハ
ウを蓄積することができた。
・コスト比較では今回建築物規模では在来工法
含め木造が割高であったが、仕上等を含めコス
トダウンの方策も考えられた。

愛媛県教育委員
会事務局　指導
部　高校教育課
神原　慎悟

30-1
(29-1)

三菱地所株
式会社

（仮称）豊島区西池
袋５丁目プロジェクト
の設計実証

設計
（性
能）

次年度の施工に向け都内初の高層集合
住宅をCLTと鉄骨の混構造で設計した。
本事業においては特に耐火被覆コストの
低減を実証した。具体的には、昨年度に
新たに取得した床CLT湿式１時間耐火大
臣認定を実建物設計に初採用し、床CLT
の下面側強化せっこうボードの張り手間コ
ストを低減する工法の開発等を実証し課
題解決を行った。

東京都
豊島区

提案中
賃貸住
宅

6 1150 18.3 18.3 －－－－ 15 S ルート3 水平力

・床CLT＋鉄骨造をローコスト化し、床CLT以外
は通常の鉄骨造のままにできる仕様を提示し
た。
・RC床との比較検討資料を取り纏め、床ＣＬＴハ
イブリッド構造への取り組みを促進した。
・コスト分析結果によりコスト高の原因を明らか
にした。

三菱地所株式会
社　住宅業務企
画部
河野　義浩

30-2

学校法人　
桐朋学園/
株式会社隈
研吾建築都
市設計事務
所

桐朋学園大学仙川
キャンパス第二期工
事の設計・性能実証

設計、
性能

高天井の音楽ホールを、壁から天井にか
けてCLTパネルの折板構造で設計した。
CLTパネル面が直接音響反射板を兼ねる
計画とすることで、反射板としての内装仕
上げ材を最小限とし、コスト縮減効果を検
討した。コスト比較については、同規模の
RC+S造建築物を想定しCLT折板構造との
工事費の比較と建物重量の比較を行っ
た。

東京都
調布市

2020.1
2予定

大学
3

(1)
2457.8 13.4 13.3 ○○ ○ － 180

RC+W
（軸組構
法）

ルート2 水平力

・通常木造では計画されない大スパン空間を
CLT折板構造で実現可能であることが確認でき
た。
・CLTパネル面が音響反射面を兼ねる可能性を
音響シミュレーションにて確認できた。
・コスト比較は音楽ホール部分について同規模
のRC+S造と比べ、地盤改良や杭工事なしで施
工できれば工事費縮減できる可能性を確認し
た。

隈研吾建築都市
設計事務所
寺川　奈穂子

30-3
（29-2、
27補-9）

大成建設株
式会社/大
成建設株式
会社　技術
センター

実験施設新築工事
の建築設計実証

建築
（設
計、性
能）

この2年間で接合部実験やモックアップ施
工実験により特性値等を確認してきた。今
年度はCLT 3ヒンジトラス架構の施工によ
る建築実証を行った。他工法とのコスト比
較についてはRC造で建築した場合につい
て，コストを比較するとともに，本事業にお
ける材料調達，施工工程・手法等の課題
を分析した。

神奈川
県横浜
市

2019.8
予定

実験施
設

2 490.21 9.15 8.95 ○○ ○ － 250
W（CLTﾄ
ﾗﾗｽ

時刻歴応
答解析

鉛直力、
水平力

・CLTの施工の速さが工期短縮に寄与すること
が確認できた。
・躯体のみであれば，RC造と大きな施工コスト
差は認められないが，高い遮音性能を求められ
る時には，その差が大きくなることが分かった。
・本事業で得られた施工および精度管理に関す
る知見は，一般のCLTパネル工法にも活用する
ことができる。

大成建設株式会
社 技術センター
建築技術研究所
相馬　智明

30-4

学校法人 
八木学園/
松阪木材株
式会社

学校法人 八木学園 
英心専門学校 新校
舎建設工事の建築
実証

建築

CLTパネル工法を用いた学校施設の設
計・建築において、鋼板挿入ドリフトピン接
合を採用し、意匠性、施工性についての
検証を行った。CLT用ラミナは間柱等に使
用する流通サイズを用い、運搬には既存
流通ルートを使用する事で運賃を削減し、
県産材ラミナCLTの製造コスト削減方法を
検証した。また、RC、S造で計画した場合
のコスト比較に加え、環境負荷に対する優
位性を検証した。

三重県
伊勢市

H31.3
専修学
校

2 407.2 9.538 8.55 － ○－－ 102
W（CLTﾊﾟ
ﾈﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート1

鉛直力、
水平力

・鋼板挿入ドリフトピン接合の施工記録により、
施工上の利点と課題が明らかとなった。
・県産材ラミナの利用は、調達の初期段階で
CLT製造側と十分な協議をすることでコストを抑
えることが可能となった。
・RC、S造のコスト比較に加え環境性能について
も検討し、構造・工法の選択の際に参考となる
新たな指標が得られた。

松阪木材株式会
社
大道寺　聡

30-5

有限会社
キューベック
ス/株式会
社智原聖治
アトリエ　一
級建築士事
務所

W２（ウィルブツー）プ
ロジェクトの建築実
証

建築

４層のCLTパネル工法告示仕様（ルート3）
での合理的な構造手法及び汎用性金物
での接合を検討した。また、パネル工法の
狭小地建設を協議会を通じて検討し、効
率よい施工を検証した。不動産開発事業
を踏まえ、既存工法（壁式RC工法）とのコ
スト比較によって合理性を検証した。

福岡県
福岡市

H31.3
共同住
宅

5 823.95 15.85 14.35 ○ －○○ 94.45
RC+W
（CLTﾊﾟﾈ
ﾙ工法）

CLTﾊﾟﾈﾙ
工法　
ルート3

鉛直力、
水平力

・CLTパネル等の搬入において、小運搬による
効率的な搬送が可能であることが示された。
・壁CLTパネルを120mmに設定したことで床面
積当たりの使用量を削減し、既存壁式RC造との
価格差減少に寄与することが分かった。
・一般の木造賃貸と異なる魅力を消費者に訴求
する手法として、木造の5階建て賃貸住宅の新
規性を含めたブランディングを行った。

株式会社シェル
ター　東京支社
林　隆

H30
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-1】 CLTを用いた既存木造住宅の耐震補強

平成29年2月21日

平成30年11月2日

三重大学大学院・教授・中井毅尚

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
工場見学の折、改修工事にCLTを採用する事例は、中四国地方では初と銘建
工業から伺い、CLT普及のきっかけになればと思い採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

無骨感の中にもスマートさが感じられる仕上がりになり、予想以上の出来映えで
あった。CLTは構造材料として優秀な材料であるかもしれないが、あらわし仕上
げに意匠性を取り入れることにより、面白い顔色が見られ、今後の普及に活かし
てほしい。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

構造用のCLTを県産材を使用して製作すると、かなり価格が高く驚いた。ただ、
建築側の要望を満足すべく、最近専門家らが提案しているグリーンラミナ27,000
円／㎥以下だと、かなり大規模な製材工場が必要と思われる。

（４） （３）の問題点の解決方法
提供側の努力を待つしかない。建築工事の場合、最終的には総工費で判断す
るので、予定価格より上回れば、削減対象とならざるをえない。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決する努力はなされていると伺っているが、道半ばと言わざるをえない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

今回の形のような、RCとSとの混構造。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

特になし。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

①ラミナ幅方向の隙間、②節近傍の割れ、③円孔からのき裂。⇒（写真参照）

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

施主さんとしては予想の範囲外。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につ
いて

現状考えていない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
12（1）の部分は気になるが、現状に非常に満足しており、使い心地・住み心地は
非常に良い。

（２） 建物で気に入っている点
CLT耐力壁に孔を設けたことにより、オシャレ感があり非常に満足している。造作用の
CLTも窓枠やテーブルとして採用したが、こちらも集成材と違い狂いがなく満足している
が、割れが新たに入っているものが認められ、中井氏から経過観察するように言われた

（３） 建物で気になる点 12（１）の割れが今後進むのか否か心配である。

1.2　経過観察

1.3　その他

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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